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平
成
二
十
一
年
度
同
窓
会
活
動
報
告

平
成
二
十
一
年

　
四
月
　
二
日
 
 
会
計
監
査

　
四
月
十
二
日
　
 
定
期
理
事
会

　
四
月
二
十
五
日
 
総
会
案
内
状
発
送
作
業

　
五
月
十
六
日
　
 
師
岡
校
長
先
生
と
の
懇
談
会

　
六
月
六
日
　
　
 
総
会
準
備

　
六
月
十
四
日
　
 
第
二
十
四
回
総
会
・
懇
親
会

　
七
月
十
八
日
　
 
総
会
反
省
会

平
成
二
十
二
年

　
一
月
十
六
日
　
 
常
任
理
事
会

　
二
月
二
十
一
日
 
定
期
理
事
会

　　
総
会
開
催
を
主
に

、
会
計
・
名
簿
・
人
事
・

会
報
等
に
関
し
た
会
合
を
行
い
ま
し
た

。

　
ま
た

、
運
動
会
等
の
学
校
行
事
に
は
会
長
・

理
事
長
等
が
参
加
し

、
今
年
一
月
の
杉
二
小
創

立
百
二
十
五
周
年
の
児
童
全
体
集
会
で
は
安
藤

喜
八
氏

（
昭
十
六
卒

）
が

「
昔
の
杉
二
小

」
の

話
し
を
し
ま
し
た

。

　

第
二
十
四
回
総
会

　
 

（
二
〇
〇
九
年

）

　
　
　
　
　

概
要
報
告

　
杉
二
小
創
立
百
二
十
五
周
年
を

記
念
し
て

、
第
二
十
四
回
総
会
は

二
〇
〇
九
年
六
月
十
四
日

（
日

）

母
校
体
育
館
で
師
岡
校
長

、
二
瓶

副
校
長

、
他
特
別
会
員
の
皆
様
を

お
迎
え
し

、
実
施
し
ま
し
た

。

　
音
楽
界
期
待
の
星

、
ﾌ
ﾙ

ｰ

ﾄ

奏
者
上
野
星
矢
氏

（
平
十
四
卒

）

が
加
わ

っ
た
杉
二
小
ウ

ィ
ン
ド
バ

ン
ド
演
奏
と
同
氏
演
奏
に
多
く
の

児
童
ご
父
母
も
来
場
さ
れ

、
大
変

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

。

　
総
会
で
は
諸
議
題
の
審
議
及
び

承
認
が
粛
々
と
行
わ
れ

、
総
会
後

の
懇
親
会
に
は
九
十
一
名
と
大
勢

の
皆
様
が
参
加
し
ま
し
た

。

 
会
場
準
備
に
ウ

ィ
ン
ド
バ
ン
ド

関
連
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
母
様
方

、
そ

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
お
父

様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た

。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

 

東
京
都
杉
並
区
立

　

杉
並
第
二
小
学
校

　

同
窓
会

　

事
務
局
発
行

第16号
2010年

杉
ニ
小
同
窓
会
報

会
員
短
信
（
平
成
二
十
一
年
度
・
第
二
十
四
回
総
会
案
内
へ
の
返
信
よ
り

）

　　　　　　　　　　　第２5回　同窓会総会開催のお知らせ

　　１．開催日　平成２２年６月１３日（日）

　　２．会　場　杉並第二小学校体育館　（スリッパの用意あり）

　　３．同窓会進行
　　　　-１．開場　１２時
　　　　-２．杉二小ウィンドバンド演奏（校歌斉唱共）　１２時２０分～１２時４５分
　　　　-３．講　演　１３時～１３時５０分　「地球温暖化による南の蝶の北上」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　：　松田邦雄氏（昭２０卒）
　　　　-４．総　会　１４時～１４時３０分
　　　　　　　　議題(1)平成21年度会務報告
　　　　　　　　　　　(2)平成21年度収支決算報告、会計監査報告
　　　　　　　　　　　(3)平成22年度事業計画（案）
　　　　　　　　　　　(4)平成22年度事業予算（案）
　　　　　　　　　　　(5)役員改選
　　　　　　　　　　　(6)その他
　　　　-５．同窓会文庫寄贈式
　　　　-６．懇親会　１４時３０分～１６時
　　　　　　　　会費　4,000円　　（立食形式ですが、テーブル周囲に椅子をご用意）

　　　　本年も恒例の同窓会総会を上記の通り開催いたすことになりました。
　　　旧職員の方々にもご出席いただきます。杉２小ウィンドバンドの皆さんによる
　　　吹奏楽演奏、同窓生松田邦雄さんの講演、そして懇親会を予定しています。
　　　皆々様お誘い合わせの上、ふるってご出席賜りたくご案内申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉並第２小学校同窓会　会長　松田　輝雄

平成２１年度収支決算報告
（自 平成２１年４月１日　至 平成２２年３月３１日）

吉
安

（
川
畑

）
　
藤
子
　
　
昭
六
年
卒

　
娘
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
ま
す

。
戦
争
に
空
襲
に
多

難
な
人
生
を
過
ご
し
ま
し
た

。
昨
年
卆
寿
を
迎
へ
同
窓

会
の
皆
様
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す

善
如
寺
 
一
男
　
　
昭
十
三
年
卒

　

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

」
（
老
人
会

）
で

、
み
な
さ
ん

と
た
の
し
ん
で
お
り
ま
す

。

中
瀬
 
純
一
　
　
昭
十
五
年
卒

　
昭
和
十
五
年
二
組
は
毎
年
春
の
お
花
見
会

（
善
福
寺

川
緑
地

）
と
秋
の
懇
親
会
を
行

っ
て
い
ま
す

。
昨
年
秋

の
懇
親
会
に
は
十
五
名

、
今
年
の
お
花
見
会
に
は
九
名

が
参
加
し
ま
し
た

。
一
同
8
1
才
〜

8
2
才
で
す
が
大

変
元
気
で
す

。
集
ま
れ
ば
互
い
に
健
康
相
談
の
話
が
多

く
な
り
ま
す
が

、
ま
だ

｢

カ
ク
シ

ャ
ク

｣

と
し
て
お
酒

も
よ
く
飲
み
ま
す

。
ご
盛
会
を
祈
り
ま
す

。
他
用
と
重

な
り
出
席
出
来
ず
残
念
で
す

。

中
村
 
進
　
　
昭
十
八
年
卒

　
何
と
か
元
気
に
や

っ
て
い
ま
す

。
水
泳
マ
ス
タ
ー

ズ

で
平
泳
二
十
五
m

、
五
十
m
で
銀
賞
を
と
り
ま
し
た

。

当
日
は
合
唱
祭
前
夜
祭
の
為
す
み
ま
せ
ん

草
刈
　
廣
　
　
昭
二
十
一
年
卒

　
月
2
回
 

「
ゆ
う
ゆ
う
西
田
館

」
で
 
植
物
観
察
と

ス
ケ

ッ
チ
を
楽
し
む
会
に
出
席

。
時
々
ス
ポ
ー

ツ
で
汗

を
流
し

、
殆
ど
は
老
々
介
護

（
母
親
百
歳

）
で
過
し
て

い
ま
す

。

阿
部

（
横
倉

）
 
玲
子
　
　
昭
二
十
三
年
卒

　
元
気
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す

。
空
襲

、
学
童
疎
開

、

粉
ミ
ル
ク
の
給
食
等

、
数
々
の
思
い
出

。
あ
の
頃

、

吉
住
校
長
を
讃
え
た

｢

開
き
し
時
よ
り

、
六
十
三
年
・

・
・

｣

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
し
た
が

、
も
う
創
立
百
二

十
五
年
と
は

、
感
慨
無
量
で
す

。

　
　
　
　
　
今
年
こ
そ

、
ぜ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
並
第
二
小
学
校
同
窓
会
　
会
長
　
松
田
　
輝
雄

 
人
生
で
最
初
に
く
ぐ

っ
た
校
門
は

、
誰
の
胸
に
も
き

っ
と
強
く
刻
み
つ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う

。
杉
並
第
二
小
学
校
の
門
は

、
い
ま
も
卒
業
生
の
訪
れ
を

歓
迎
し
て
く
れ
ま
す

。

　
私
た
ち
の
杉
二
は
古
い
伝
統
が
あ
り
ま
す

。
卒
業
生
で
創

っ
た
同
窓
会
は
今
年

二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た

。

　
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
を
経
た
私
た
ち
は

、
母
校
を
た
だ
懐
か
し
む
だ
け
で
な
く

、

今
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
愉
し
め
る
よ
う
な
同
窓
会
を
考
え
て
い
ま
す

。
同
窓
で

あ
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
な
ど
も
創
り
た
い
の
で
す

。

そ
し
て

。
地
区
外
の
同
窓
生
の
方
々
に
は

、
か
つ
て
の
風
景
は
変
わ

っ
て
し
ま

っ

て
は
い
て
も

、
杉
並
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
し
て
い
る
か

、
そ
の
目
で
確
か
め
て

欲
し
い
の
で
す

。

　
今

、
人
間
関
係
の
歪
み
に
伴

っ
て
不
健
康
な
社
会
を
増
幅
さ
せ
て
い
ま
す

。

同
窓
会
は
現
在
の
杉
二
の
生
徒
に
何
か
支
援
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

、
加
え
て
こ

の
活
動
が

、
私
た
ち
自
身
の
イ
キ
イ
キ
し
た
張
り
の
あ
る
生
活
の
一
助
に
な

っ
て

欲
し
い
と
願

っ
て
い
る
の
で
す

。

 
会
に
出
席
で
き
れ
ば

、
懐
か
し
い
あ
の
人
に
も
会
え
た
り

、
あ
ん
な
こ
と
で
笑

っ
た
こ
と
も
想
い
出
せ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か

。

　
ど
う
ぞ
私
た
ち
の
学
校

、
杉
二
で

、
あ
な
た
の
姿
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

。

そ
の
再
び
の
出
会
い
の
中
の
感
激
や
喜
び
で
活
性
化
を
計
り

、
ス
ト
レ
ス
を
も
忘

れ
る
集
い
に
し
ま
し

ょ
う

。

　
そ
し
て

、
共
に
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
を
考
え
て
く
だ
さ
い

川
口
 
次
郎
　
　
昭
二
十
七
年
卒

　
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト

、
音
楽

、
し

ょ
う
ぎ

、
ゴ
ル
フ
と
元

気
で
楽
し
ん
で
ま
す

。

濱
村

（
内
海

）
 
和
子
　
　
昭
三
十
年
卒

　
腰

、
手

、
足

、
ヒ
ジ

、
ヒ
ザ
等
痛
み
ま
す
け
れ
ど

山
登
り

、
ハ
イ
キ
ン
グ

、
ス
キ

ュ
ー

バ
ー

ダ
イ
ビ
ン
グ

、

水
泳

、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ

、
野
菜
作
り
と
美
味
し
い
空
気

を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す

。

村
田

（
斉
藤

）
 
佳
子
　
　
昭
三
十
一
年
卒

　
小
学
校
時
代
な
つ
か
し
い
で
す
ね
え

。
六
十
五
才

、

ゴ
ル
フ

、
テ
ニ
ス
と
何
と
か
頑
張

っ
て
い
ま
す

。
 
天

王
橋

、
田
ん
ぼ

、
れ
ん
げ
畑
 
本
当
に
な
つ
か
し
い
思

い
出
で
す

。

稲
葉

（
石
澤

）
 
栄
子
　
　
昭
三
十
三
年
卒

　
今
年
三
月
中
国
北
京
で
国
際
段
習
得

、
太
極
拳
四
段

を
習
得
し
ま
し
た

。
今
は
太
極
拳
と
プ
ー

ル
指
導
で

、

が
ん
ば

っ
て
い
ま
す

。

小
泉

（
貫
井

）
 
紀
與
子
　
　
昭
三
十
七
年
卒

　
山
梨
に
き
て
三
十
六
年
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す

。

家
か
ら
は
富
士
山

、
ち

ょ

っ
と
高
台
に
出
か
け
れ
ば

、

北
は
八

ヶ
岳

、
南
側
は
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
み
え
ま

す

。
去
年
初
め
て
ク
ラ
ス
会
に
出
か
け
て
い
き
ま
し
た

。

熊
澤

（
原

）
 
寛
子
　
　
昭
四
十
一
年
卒

　
先
週

（
五
月
九
日

）
六
年
二
組
の
ク
ラ
ス
会
が
あ
り

ま
し
た

。
竜
野
先
生
と
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
会
え
て
楽
し

い
時
間
を
す
ご
せ
ま
し
た

。

中
村

（
富
田

）
 
政
代
　
　
昭
四
十
二
年
卒

　
ほ
と
ん
ど
毎
朝
善
福
寺
川
沿
を
ジ

ョ
ギ
ン
グ
し
て
い

ま
す

。
杉
ニ
小
の
生
徒
さ
ん
の
登
校
も
見
て
い
ま
す

。

九
月
に
は
孫
が
産
ま
れ
ま
す

。

第二十四回総会の一こま
上段：校歌斉唱　中段：総会　下段：懇親会

上段：開会前　下段：SWB演奏

１．総収支（単位：円）
   区     別 前期繰越金 期中収入 期中支出 次期繰越金
   予     算 835,718        581,000        640,000        776,718        
   決     算 835,718        1,382,556      589,271        1,629,003      

２．期中収支（単位：円）

  科         目 予 算 額 決 算 額

   会     費 80,000          227,000        

   寄 付 金 500,000        1,083,253      
   雑 収 入 1,000           72,303          

   合       計 581,000        1,382,556      

  科         目 予 算 額 決 算 額
   事 業 費 200,000        165,837        
   会 議 費 30,000          19,520          
   印 刷 費 20,000          11,674          
   事務用品費 10,000          9,025           

   通 信 費 330,000        336,765        

   雑     費 20,000          46,450          

   予 備 費 30,000          -                 

   合       計 640,000        589,271        

 繰越金増加額 -                 793,285        
 繰越金減少額 59,000          -                 

繰 越 金 の 部

総会案内 2,340通発送(188,225)
返信用葉書(2500x50)

運動会祝金10,000
郵便局払込手数料36,450

会報代金51,900、図書代金99,953

新卒業生80名、既卒業生147名から頂

きました。

271名の皆さまから頂きました。

摘        要

摘        要

収 入 の 部

支 出 の 部

総会剰余金71,874、利息429
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　　　　　　　　　　　　　　　２５周年を迎える同窓会活動
　
　昭和５９年（１９８４年）１１月１７日杉ニ小創立百周年記念式典の際、｢同窓会をつくろう｣との声が高まり、
生出正也氏（昭１０卒）を中心に、旧職員・学校当局の方々も参加の設立準備委員各位の精力的協力で、
金田一春彦氏（大正１５卒：故人）を初代会長に翌年４月設立総会で同窓会が発足、昭和６１年（１９８６年）
２月２日、｢第一回同窓会総会｣が開催されました。
　会長は犬丸直氏（昭１１卒）を経て現在の松田輝雄氏（昭２７卒）、理事長は生出正也氏（昭１０卒）、
遠藤幸雄氏（昭１０卒）、辻毅氏（昭３０卒）、桐村則子氏（昭３４卒）と引き継がれております。
　設立の動機となった百周年記念事業として開設された「同窓会文庫」は校内の一室に文庫として開設し、
現在に到り、事業としての児童用図書寄贈を継続しています。
　なお、同窓会総会は現在毎年６月第２日曜日を目処として開催しています。

現役員は以下の会長・副会長・理事長・副理事長・常任理事、及び理事７８名と監事・顧問です。
　・会　長　：　松田輝雄（昭２７卒）
　・副会長　：　岩田和保（昭２１卒）、高橋清（昭２３卒）
　・理事長　：　桐村則子（昭３４卒）
　・副理事長　：　本田澄子（昭２５卒）
　・常任理事　：　蕪山美津子（昭２１卒）、八ツ藤 恒夫（昭２３卒）、三浦明（昭２４卒）
　　　　　　　　　　　高村靖夫（昭２５卒）、守矢和人（昭２５卒）、南秀郎（昭２７卒）
　　　　　　　　　　　藤井 眞人（昭３０卒）、渡辺愛子（昭３７卒）
　・監　事　：　今井春乃（昭２４卒）、萩野釭一（昭３４卒）
　・顧　問　：　本橋保正（昭８卒）

き
た
い
と
存
じ
ま
す

。

　
さ
ら
に
今
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
力
の
も
と

、
杉
二
小
に

あ
る
三
か
所
の
門
に
子
供
た
ち
に
と

っ
て
愛
着
さ
ら
に
は

親
し
み
や
す
い
名
前
を
児
童
の
募
集
を
通
し
て
付
け
ま
し

た

。

「
さ
く
ら
門

」
「
み
ど
り
門

」
「
い
ち

ょ
う
門

」
と

い
う
の
が
そ
の
名
称
で
す

。
大
き
な
プ
レ
ー

ﾄ
で
そ
れ
ぞ

れ
の
門
に
設
置
し
て
お
り
ま
す

。
今
後
は
こ
の
親
し
み
や

す
い
門
の
名
前
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す

。

　
平
成
二
十
二
年
度
は
次
年
度
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
る
学

習
指
導
要
領
に
向
け
て
の
移
行
期
に
な
り
ま
す

。
杉
二
小

で
は

、
移
行
期
で
は
あ
り
ま
す
が

、
完
全
実
施
を
ふ
ま
え

た
時
数
及
び
学
習
内
容
で
の
学
校
教
育
の
展
開
を
考
え
て

お
り
ま
す

。
学
校
公
開
等
広
く
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
て
お
り
ま
す
と
と
も
に

、
そ
の
よ
う
な
と
き
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く

、
学
校
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す

。
　
　
　

（
平
成
二
十
二
年
三
月
記

）

　
師
岡
校
長
先
生
を
訪
問
し
て

　
　
　
　

【
母
校
と
同
窓
会
の
絆
の
強
化
を

】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
束
　
原
樹

（
昭
二
十
五
卒

）

　
誰
に
と

っ
て
も
自
分
の
卒
業
し
た
母
校
は
心
の

『
故
郷

』
で
あ
り

、
何
時
ま
で
も
若
い
命
を
育
み
続
け
る
学
び
舎

で
あ

っ
て
欲
し
い
と
願
う

。
同
窓
会
に
は
い
ま

、
同
窓
会

文
庫
の
提
供
以
外
に
も

、
母
校
と
の
絆
を
強
め

、
教
育
活

動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
行
き
た
い
と
言
う
思
い
が
高
ま

っ
て
い
る

。

　
昨
年
五
月
十
六
日

(

土

)

午
前

、
そ
の
実
践
の
第
一
歩

と
し
て

、
松
田
会
長

、
桐
村
理
事
長

、
本
田
副
理
事
長

、

高
村
常
任
理
事

、
近
藤
理
事
と
私

(

理
事
稲
束

)

の
六
名

が

、
師
岡
校
長
先
生
を
訪
ね

、
懇
談
の
時
を
持

っ
た

。

四
月
着
任
の
師
岡
先
生
は
気
さ
く
に
迎
え
て
下
さ
り

、
次

の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た

。

　

｢

現
在
杉
二
小
の
在
校
生
は
五
百
四
十
名
程
で

、
落
着

い
た
良
い
状
態
に
あ
る

。
学
校
選
択
が
自
由
に
な

っ
て
い

る
中
で

、
生
徒
数
は
増
え
て
い
る

。
新
学
習
指
導
要
領
実

施
へ
の
移
行
期
で
あ
り

、
教
育
内
容
の
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル
も

進
め
て
い
る

。
あ
い
さ
つ
運
動
と
そ
の
標
語
化
が
効
果
を

出
し
て
い
る

。

『
い
つ
も
笑
顔
で

』
『
き
ち
ん
と
挨
拶

』

『
毎
日
元
気
に

』
な
ど
生
徒
が
応
募
し
た
良
い
も
の
を
ひ

と
月
校
内
に
掲
示
し

、
そ
れ
を
実
行
す
る
よ
う
に
し
て
い

る

。
自
分
が
管
理
者
の
区
立
幼
稚
園
と
の
連
携
も
あ
る

。

同
窓
会
文
庫
の
寄
贈
は
感
謝
し
て
い
る

。
多
彩
な
同
窓
生

の
方
々
に
学
校
行
事
の
講
師
な
ど
を
お
願
い
し
た
い

。
学

校
公
開
日
や
運
動
会
に
は
是
非
立
ち
寄

っ
て
い
た
だ
き
た

い

。
校
長
室
は
開
い
て
い
る
の
で
何
時
で
も
ど
う
ぞ

。

｣

　
今
後
の
よ
り
緊
密
な
交
流
協
力
を
約
し

、
私
達
は
気
持

ち
良
く

『
故
郷

』
の
校
長
室
を
辞
し
た

。

 
　

杉
二
小
児
童
の
今
（
杉
二
小
H
P
よ
り

）

 　
各
学
年
の
目
標

《
1
年
生

》

　
　
◎
話
を
よ
く
聞
く
子

　
　
◎
友
達
と
仲
よ
く
す
る
子

　
　
◎
最
後
ま
で
が
ん
ば
る
子

《
2
年
生

》

　
　
◎
話
を
よ
く
聞
く
子

　
　
◎
な
か
よ
く
助
け
合
う
子

　
　
◎
友
だ
ち
と
元
気
よ
く
遊
べ
る
子

《
3
年
生

》

　
　
◎
話
を
よ
く
聞
き
自
分
で
考
え
る
子

　
　
◎
友
だ
ち
の
気
持
ち
を
考
え
仲
良
く
す
る
子

　
　
◎
明
る
く
元
気
に
活
動
す
る
子

《
4
年
生

》

　
　
◎
話
を
よ
く
聞
き
自
分
で
考
え
る
子

　
　
◎
友
達
の
気
持
ち
を
考
え
助
け
合
う
子

　
　
◎
明
る
く
元
気
に
活
動
す
る
子

《
５
年
生

》

　
　
◎
考
え
て
行
動
で
き
る
子

　
　
◎
思
い
や
り
の
あ
る
子

　
　
◎
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子

《
６
年
生

》

　
　
◎
考
え
て
行
動
で
き
る
子

　
　
◎
思
い
や
り
の
あ
る
子

　
　
◎
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子

 
二
十
一
年
度
も
熱
心
な
教
諭
陣
か
ら

、
平
常
授
業

に
加
え

、
次
の
よ
う
な
指
導
を
受
け
て
い
ま
す

。

【
一
年
生

】
学
校
探
検

、
善
福
寺
川
緑
地
公
園
遠
足

、
消
防
自
動
車
写
生
会

、

「
シ

ャ
ボ
ン
玉
の
絵

」
の

絵
の
具
絵
描
き

、
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

「
生
命

尊
重

」
の
学
習

、
多
摩
動
物
園
見
学
等

【
二
年
生

】
読
書
旬
間
中
の
三
年
生
合
同
お
話
し
集

会
で
上
級
生
図
書
委
員
か
ら
お
話
し
聞
き

、
校
区
内

の
グ
ル
ー

プ
町
探
検

、
葛
西
臨
海
水
族
園
見
学

、
虫

や
植
物
の
学
習
と
善
福
寺
川
沿
い
散
策

、
民
話

「
た

ぬ
き
ば
や
し

」
の
学
習
発
表
会
取
り
組
み
等

【
三
年
生

】
杉
並
児
童
交
通
公
園
で
の
移
動
教
室
で

交
通
規
則
実
習
と
交
通
ル
ー

ル
映
画
鑑
賞

、
社
会
科

見
学
で
荻
窪
園
芸
市
場
・
井
草
八
幡
・
善
福
寺
公
園

杉
並
清
掃
工
場
訪
問
等

【
四
年
生

】
国
営
昭
和
記
念
公
園
遠
足

、
座
・
高
円

寺
見
学

、
中
央
防
波
堤
処
分
場
・
ガ
ス
の
科
学
館
へ

社
会
科
見
学

、
社
会
科
学
習
し
た
玉
川
兄
弟
の
玉
川

上
水
完
成
迄
の
八

ヶ
月
間
を
学
習
発
表
会
で
劇
化

、

起
震
車
体
験
等

【
高
学
年
生

】
図
書
・
放
送
・
美
化
/
掲
示
・
体
育

・
理
科
・
ビ
オ
ト
ー

プ
・
保
健
/
給
食
・
集
会
・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
各
委
員
会

、
及
び
代
表
委
員
会
活
動

、

ク
ラ
ブ
活
動

、
演
劇
鑑
賞
教
室

、
音
楽
鑑
賞
教
室

、

移
動
教
室

（
富
士
・
弓

ヶ
浜

)

、
地
区
連
合
運
動
会

、
連
合
音
楽
会
等

　
そ
の
他

、
理
科
教
室

、
水
泳
指
導

、
安
全
指
導

、

交
通
安
全
教
室

、
自
転
車
安
全
講
習
会

、
セ
ー

フ
テ

ィ
教
室

、
連
合
図
工
展

、
校
内
書
初
め
展

、
連
合
書

初
め
展

、
毎
月
の
避
難
訓
練

（
九
月
地
域
総
合
震
災

訓
練

）
、
運
動
会

、
学
力
調
査

(

国
/
都
/
区

)

、

体
力
調
査

、
水
道
キ

ャ
ラ
バ
ン

、
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
等
が
実
施
さ
れ

、
授
業
参
観

、
保
護
者
会

、

家
庭
訪
問

、
個
人
面
談

、
学
校
見
学

、
学
校
公
開
等

に
よ

っ
て
も
児
童
達
が
暖
か
く
育
ま
れ
て
い
ま
す

。

 

　　南北バス「すぎ丸」案内

　 阿佐ヶ谷～浜田山」間を 双方向共
　１５分間隔で運 行しています。

 　杉ニ小前のバス停
　　　・浜田山行き：　　　「杉ニ小前」
　　　・阿佐ヶ谷行き：　　「三年坂」

同窓会へご参加下さい！

　　　終身会費・寄付の振込先

　【郵便振替】
　　００１６０－０－１８０２４０
　　東京都杉並区立
　　杉並第二小学校同窓会

　【銀行口座】
　　みずほ銀行阿佐ヶ谷支店
　　普通貯金　５９３２４１
　　杉並第二小学校同窓会

 
 
 
 
　
　
　
　

百
二
十
六
年
目
に
入
り
ま
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
　

校
長
 
師
岡
 
孝
明

杉二小同窓会ＨＰ
http://members3.jcom.home.ne.jp/sugi2sho-dosokai/

同窓会活動の課題とお願い
　杉二小の卒業生総数は延べ１万５千人余となって、３割以上の方々が現
　同窓会活動の対象となっています。しかしながら、毎年の総会参加者数は
　１００名以下であり、年代も固定して偏りが激しく、　世代継続が旨く進んで
　いないのが現状です。
　昭和３５年卒前後以降の皆さんの積極的なご参加によって同窓会活動が
　若返り、本同窓会が益々発展、継続するようご協力下さい。

財政の課題とお願い
　本会は基本的に終身会費（昭62年卒以降は卒業時に納入）と寄付金を
　収入源として、諸活動を実施しております。　健全な同窓会活動継続の為
　に、終身会費未納の方々のすみやかな納入と、お心ある会員の寄付を重
　ねてお願い申し上げます。（総会案内に振込用紙を同封）

名簿の充実のお願い
　現在、ほとんど欠落の年代もありますが、昭和42年卒迄の同窓生の皆様
　については、総会案内の返信などにより、住所判明者追加・住所変更・不
　明・物故・案内辞退などで状況を把握、原簿データ修正を継続しています。
　名簿充実にかかわる最新情報提供にご協力下さい。。

各年代同期会・クラス会実施時の様子を上記「杉二小同窓会ＨＰ」にご紹介
下さい。今後の会報に掲載させていただきます。

【同窓会のしくみ】
・会員　卒業生･･････普通会員
　　　　　教職員･･････特別会員
・総会　毎年１回開催
・役員　会長　理事長　　　　 各１名
　　　　　副会長　副理事長　若干名
　　　　　理事　相当数(現在役職を含め７８名）
　　　　　監査　相当数（現在２名）
　　　　　顧問　相当数（現在１名）
・日常の運営
　　常任理事会での企画、運営
・事業活動費
　　終身会費（千円）及び寄付金

【同窓会の活動】
１．総会・懇親会の開催
　　（住所判明の昭42卒迄の同窓生に案内送付）
２．母校へ同窓会文庫図書等寄贈
　　（累積寄贈図書：3,967冊、累積総額626万円)
３．母校教育活動への支援
４．会報の発行
５．名簿の整備（追加・修正）の継続

　
校
長
室
の
前
の
梅
の
花
も
す
で
に
満
開
を
超
え

、
今
ま

さ
に
体
育
館
の
前
の
桜
の
蕾
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
お
り
ま

す

。
日
頃
よ
り
同
窓
会
の
方
々
に
は
学
校
教
育
に
御
協
力

及
び
御
理
解
を
賜
り

、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す

。
特
に
平
成
二
十
一
年
度
は
開
校
一
二
五
年
を
迎
え

、

様
々
な
面
で
の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

、
こ
の
紙
面

を
借
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

　
今
年
度

、
今
後
の
児
童
数
の
増
加
及
び
効
果
的
な
資
料

室
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら

、
郷
土
資
料
室
の
移
転
を
行

い
ま
し
た

。
今
ま
で
は
校
舎
二
階
の
東
側
の
一
室
に
郷
土

資
料
室
を
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
が

、
今
回
新
た
に
新
校

舎
一
階
に
変
更
い
た
し
ま
し
た

。
新
校
舎
で
す
の
で

、
多

く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す

。
ま
た

今
回
の
移
転
の
際
に
梱
包
さ
れ
て
い
た
パ
ネ
ル
等
の
梱
包

を
す
べ
て
解
き

、
新
し
い
郷
土
資
料
室
を
は
じ
め

、
校
舎

一
階
廊
下

（
職
員
室
前

）
や
校
舎
玄
関
に
掲
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

。

　
特
に
職
員
室
前
に
は

、
杉
二
小
近
隣
の
航
空
写
真
が

、

昭
和
九
年

、
昭
和
四
十
四
年

、
平
成
二
十
一
年

、
の
三
年

間
分
が
並
べ
ら
れ
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す

。
地
域
の
変
貌
が

一
目
で
分
か
り

、
子
供
た
ち
も
ふ
と
足
を
止
め
て
見
入

っ

て
お
り
ま
す

。
是
非
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
覧
い
た
だ

24回同窓会総会：ご挨拶の師岡校長

同上：松田会長より同窓会文庫寄贈


